
　セイコーホールディングス㈱が「時の
記念日」にちなんだ調査「セイコー時間
白書2017」では、生活者の時間につい
ての意識や実態を探っている。

　時間に関する具体的な意識や行動
について、約7割が「おおよその目安の
時間を計算して行動」（68.3％）し、「効
率的に進められるよう工夫をする」
（66.5％）と答え、半数以上が「事前に
スケジュールを決めて行動」（55.9％）
している。また、「ひとつの事に集中せず
に、複 数の事を同時に行なう」
（46.0％）マルチタスクや、「1日を有意
義に過ごすために朝の時間を大切に
する」（46.1％）ことに取り組んでいる
人は約半数にのぼる。
　現代人は、時間を効率的に使う“時
間マネジメント”に積極的に取り組んで
いると言えるようだ。
　意見：そこから連想できるのは、手帳
やスケジュール帳。現代であれば、ス
マートフォンやPC。今後加わりそうなの

は、ウェアラブル系ではないだろうか。

　そんな“時間マネジメント”を推進し
ている現代人は、自分の1時間の価値
はいくらと捉えているだろうか！？
　仕事や家事・勉強をするオンタイム
は3,669円／時間、プライベートなオフ
タイムは6,298円／時間と、オフタイム
の方が1.7倍高くなっている。
　性別にみると、男性のオフタイムは
9,123円とオンタイム（4,435円）の約2
倍という値付けになっているのに対し、
女性はオン／オフの差があまりない。
　また、10代・20代では圧倒的にオフ
タイムが高くなっているが、年代が高く
なるとオン／オフの差が縮まり、50代
で逆転、オンタイムの価値の方が高く
なっている。
　値付けの根拠は、オンタイムを時給
で換算した人が年代問わず多く、オフ
タイムについては「仕事の時間より価値
がある」（男性20代）という若年層の意
見に対して、50代以上では「仕事の半

額」（男性60代）など、オンタイムよりオ
フタイムの価値を低く捉える傾向が出
ている。
　意見：全体的に時間の価値を安く捉
えているように感じるが、働き盛りと言
われる30代・40代の時間の捉え方は、
堅実というかリアル。夢や希望が見ら
れないストレス社会と言われる背景
が、若者だけでなく消費の変化に現れ
ており、時代に合ったサービスが求め
られるだろう。

　メールやSNSなどのデジタルコミュ
ニケーションが日常的な現代社会にお
ける、相手別のデジタルコミュニケー
ション頻度も聞いている。
　週1日以上（ほとんど毎日～週1日）
コミュニケーションする場合を「高頻
度」、週1日以下（月2.3回～2.3ヶ月に
1回以下）を「低頻度」と2つのグループ
に分け、そのうえで、相手別にどの程度
身近に感じるかを聞いた結果をまとめ
ている。
　「配偶者」となると親近感の違いはほ
とんどないが、「仲の良い友人」では、
高頻度51.7％に対し低頻度20.2％と
31.5ポイントもの差があり、デジタルコ
ミュニケーションが高頻度なほど相手
に親近感を感じる傾向があることがわ
かるとしている。
　また、TVを見ながらLINE等SNSで
内容を共有することで、一緒に楽しん

でいるような感覚があるかどうかにつ
いては、全体で4人に1人（24.1％）が
SNSでのコミュニケーションをリアル
体 験として 感じており、1 0 代
（40.0％）、20代（38.0％）がより高く、
SNSでのコミュニケーションを楽しん
でいる様子がうかがえる。そのことか
ら、リアルやデジタルに関わらず相手と
のコミュニケーションを楽しむ若年層
は、限りある時間を濃密に過ごす意識
も高くなっているようだ。
　意見：技術の進歩は凄まじく、スマー
トウオッチが普及するかしないかにつ
いて議論されているうちに、遠距離でも
相手に触れられる（擬似的）リストバン
ドの開発が進んでいるとのニュースが
出ているほどで、ますます価値観やモノ
コトの捉え方などが多様化していきそ
うである。
　しかし、「時の記念日コラム」の中で
聞いている、自宅にある時計の種類（所
有率）は、全体で「腕時計」74.6％、「置
時計」75.3％、「掛時計」68.8％となっ
ている。
　年代別の腕時計所有率では、10代
が71.5％、20代77％と若年層でも7割
以上が所有しており、腕時計の価値は
幅広い世代にとって不変のようだと伝
えている。
＊調査対象は全国の10代～60代の男
女1200人（男女各600人、各年代別
に男女各100人、10代は15歳以上）。

　東京時計宝石眼鏡小売協同組合
（中山直幹理事長）は、6月10日時の記

念日に、恒例の「時計
感謝祭」を、東京の

上野公園内五條
天神社で開催し
た。
　中山理事長は
「我々は時計の
業界で生計を立

てており、これからも時に感謝
する気持ちを忘れずに、仕事
に励んで行きたいと思う」と、
時への感謝の気持ちを表し
た。なお、社会状況を鑑み「お
たき上げ」は中止している。

若年層も7割以上が腕時計を所有

時への感謝を忘れずに

　先ごろ（一社)日本ジュエリー協会
から発表された2016年の日本の宝
飾小売市場規模9,413億円につい
て、オーラム企画社長の本多忠頼氏
より前号のＷ＆Ｊを通じて疑問が投
げかけられたため、算出した弊社より
ここで少し解説をすることにします。

　まず、弊社がどのように宝飾市場規
模を算出しているかというと、毎年実
施している宝飾関連企業約5,500社
に対する郵送アンケート及び電話ヒ
アリング調査などから推定した各社
売上の積み上げにより算出していま
す。5,500社には、全国の宝石専門店
をはじめ、チェーン店、百貨店、海外ブ
ランド、アクセサリーチェーン、呉服、
ネット通販、TVショッピングなどの異
業種宝飾参入企業も全て含みます。

　ここで9,413億円の内訳を見てみ
ますと、海外からの輸入ジュエリーが
3,200億円、国産ジュエリーが6,213億
円となっています。

　海外からの輸入ジュエリーの小売市場
規模3,200億円のうち、ティファニー、カ
ルティエ、ブルガリなど売上上位10ブラ
ンドだけで約1,500億円あります。この他
にも日本では400近い数の海外ブランド
が販売されているため、これらの合計売上
が3,200億円という市場規模になります。
また本多氏の指摘にあった「今や多くの
ビッグな宝飾品ブランドにとっては、宝飾
時計は売上の中心商品である（下段12行
目）」という部分ですが、多くのビッグブラ
ンドの売上の主力はブライダルジュエリー
です。中には半分以上のシェアをブライダ
ルが占めるブランドも存在しています。

　一方、国産ジュエリーですが、宝飾素
材の輸入金額を見ると分かりやすいと思
います。
　2016年に輸入された宝飾品素材は、
ダイヤモンドルース990億円、色石146億
円、白蝶黒蝶真珠が370億円あり、その
他に金地金の宝飾需要571億円（2016
年の平均価格4,396円×金の宝飾需要
13t）、プラチナ地金の宝飾需要349億円
（2016年の平
均価格3,535
円×Ptの宝飾需
要9.9t）、で、合
計2,426億円。
これに日本で採
れる材料のアコ
ヤ真珠と珊瑚、
宝飾品としての

シルバーなどを加えると3,000億円
以上となります。真珠に関しては香港
へ再輸出されるため、この輸入金額
の内、国産ジュエリーとして販売され
た額は1/2～1/3の規模となります
が、それでも3,000億円に工賃及び
メーカーの利益、卸の利益、小売りの
マージンが乗った小売市場規模
6,213億円という推計は大きな数字
ではありません。

　また、ダイヤモンドジュエリーの小売
市場規模ですが、本多氏による「ダイ
ヤモンド・ジュエリーの年間売上額が
依然として4,700億円近くもあるとい
う推計も信じられない・・・（中略）研磨
済みダイヤモンド輸入額は、900億円
にしか過ぎないので、ダイヤ製品の年
間販売額は、せいぜい3,000億円前後
であろう」という指摘ですが、前述した
海外ブランドはダイヤモンドルースと

して輸入しているわけではなく、ダイヤモン
ドジュエリーとして輸入しています。これら
の輸入ダイヤモンドジュエリーの販売額だ
けでも1,500億円以上あると見られます。こ
れに国産のダイヤモンドジュエリーが加わ
りますので、市場規模4,700億円という推
計も外れてはいません。最後に、「予測で
は、来年の年商は0.7％増となるとの事だ
が、なぜ今から予測できるのか、不思議だ
（下段5行目）」という指摘ですが、0.7％増
となるとの予測は来年でなく今年（2017
年）のものです。予測方法は、半年ごとに実
施しているマーケット調査に基づいて、日本
の主要各社へ次年度の売上予測をヒアリ
ングし、その集計結果に基づいて算出した
ものです。加重平均を用いて、売上の大きな
会社の回答は重みづけをしています。

　以上、ご指摘のように「市場規模は産業
の将来像を左右する数値なので、正確性
を期すことが重要である」とのご意見は、
市場調査を生業とする弊社としても、常に
肝に銘じています。よって、今回のご指摘に
ついてペンを取らせていただきました。
　この他に市場規模についてのご意見、
ご指摘は弊社編集部までご連絡を頂け
れば幸いです。
mail@japanprecious.com

時間の価値観に年代差があるものの
「時間」の価値は幅広い世代で不変 セイコーホールディングス

「セイコー時間白書2017」より
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6月10日は「時の記念日」～国民の休日への期待～
　6月10日「時の記念日」に、園児を招いた時計店、アンティークを並べた時計店、時計づくりをした時計店など、全国で様々な
イベントが開かれ、それぞれが時に感謝した日となった。
　大正9年に施行された「時の記念日」は、2020年で100年目を迎え、近江神宮での催事としては、4年後には80周年となる節
目を迎える。
　そんな中で、6月10日を“国民の休日”にとの声も出はじめ、期待は高まっている。時計業界としてプラスになるのは間違いなく、
より力を入れた時の記念日イベントが全国各地で行われることが望まれる。
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